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Research Abstract 裂孔原性網膜剥離における強膜バックリング⼿術による眼⾎流、特に脈絡膜⾎流への影響が多数報告されている。術後早期から脈絡膜⾎流が徐々に低下し、術
前のレベルまで復帰しないとする報告や、術後3ヶ⽉までに術前と同レベルへ復帰するとする報告など様々である。 
これまで脈絡膜の形態的変化を捉えることは困難であったが、近年光⼲渉断層計(Optical Coherence Tomography, OCT)を⽤いることにより種々の脈絡膜疾患
における脈絡膜の形態的変化を捉えることが可能となった。そこで我々は、裂孔原性網膜剥離における強膜バックリング⼿術前後の中⼼脈絡膜厚変化を調べ、
術前値に対する術後脈絡膜厚⽐を調べた。そして術前脈絡膜厚と⽐較して、術後1週では有意に増加し術後1ヶ⽉、3ヶ⽉では術前と同等であることを第65回⽇
本臨床眼科学会、American Journal of Ophthalmologyで報告した。 
また、我々のこれまでの研究では全例で強膜バックリングおよび冷凍凝固を⾏っている。裂孔原性網膜剥離における強膜バックリング⼿術で、凝固⼿段として
術中の冷凍凝固施⾏群と術後1ヶ⽉での光凝固施⾏群での無作為試験の報告では、網膜復位率は同等でありながら冷凍凝固群で有意に術後炎症の増加を認めてい
る。そこで中⼼脈絡膜厚増加に対する冷凍凝固の影響を排除するために、術中に冷凍凝固を施⾏せず術前後に同様の検査を⾏うことにより、バックリング⼿術
⾃体の脈絡膜循環への影響を検討した。凝固⼿段としては術後光凝固を施⾏した。術中に冷凍凝固を施⾏しなかった場合でも、術前脈絡膜厚と⽐較して、術後1
週では有意に増加し術後1ヶ⽉、3ヶ⽉では術前と同等であることを第36回⽇本眼科⼿術学会総会で報告した。
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